
C･125IIHGH- 抗 HGH血的
d･125l-HGH- 坑 HPL血m
このうち )25I-HPL- 抗 HPL血的および125Ⅰ-HPL

- 抗HGH血約の2系列において.測定可伐な倍数柁

釈曲線が狩られた｡節1回に示す如く125Ⅰ-HPL- 抗

HPL血Tr7(50,000倍摘釈)系では0.02mg/mlと10mg

/mlの問の渋皮で,125Ⅰ-HPL- 抗HGH血析 (10,000

倍柘釈)系では 0･16FLg/mlから160FLg/mlの問の決

皮で,それぞれ満足すべき倍数稀釈曲線を示した.な

お,岡 assay系とも非妊ユホソザル血帝とは全く交叉反

応を示さなかった｡

3.HCG,HLHassay系によるMCGの免疫学的測定

MPH,CMPPHの倍数稀釈系列を以下のassay系にて

測定した.

a･125Ⅰ-HCG- 坑 HCG 血約

b･125Ⅰ-HCG- 抗 HLH 血Tf'f

c･125Ⅰ-HLH- 抗 HCG 血117

d･125IIHLH- 抗 HLH血7.7

しかし,いずれの系においても免疫学的交叉反応は認

められなかった｡

4.MPLの抽出･精魁

CMPP上iの DEAEcelluloseカラム分析では 0.33M

NaCl分国に HPLおよびHGHと免疫学的交叉反応が

詑められたoこの分田を SephadexGl100カラムにて分

析したところ HPLとほぼ同じ分子丑 (約22,000)の部

分に同様な免疫活性を認めた｡現在さらに精魁を進めて

いる｡

まとめ

ニホソザルの隈糊正胎盤には,HPLおよび HGH と

兆迅抗原を有する蛋白ホルモソの存在が確認された.こ

れはヒト胎盤の HPLに対応してMPL(または MCS)

と呼ぶべきものであろう｡その抽出･m･匙および蛋白ホ

ルモl/としての諸性格については現在鋭忠検討中である

が,ほぼHPLと同じ分子丑をもつものと考えられる｡

なお,抗血清の作成,高純度 MPLpreparationが得ら

れていないので,MPL独自の assay系の確立が待たれ

るが,しかしHPLおよび HGHの radioimmunoassay

系を用いて測定することができることがわかったOその

朝食,所mhybridassay系によれば,かなり満足すべき
感皮で測定でき.少くとも妊娠中の血中MPLの測定に

は十分応用できると想われる｡

なお,HCGに対応するMCGについては,今回行な

った方法では榊相川台盤からの抽此 免疫'-半的測定法は不

成功に終り,その存在を確認し得なかった｡おそらく末

期胎盤には極めて少なく,妊脱初期および中期胎盤につ

いてさらに枚討な進める必宏があると想われる｡

ニホンザルの尿中 ebtrOgen分画に関す

る研究

安藤 昭弘(日本モンキー ･センター)

ニホソザルに関する姓的出理現象についての内分駆学
的研究は,未だ余り多くは見られない｡こホソザルの尿

中総estrogenに関しては,Jl柾州印に伴いP33明約に変動

を示し,その中間】抑こおいて.1日ないし2日r;口忠放た一

時的増加が認められることを耽々はいままでに問めてい

る｡今回はニホソザルの内分泌学的性状な上り辞しく知

り,更に他の種のサル,あるいはヒトとのnLqの内分松草

的な摂似性を調べるため.ニホソザルを中心とし,比較

のためにアカゲザル,ブタオザルについて尿中estrogen

分国を測定し,それらの関の遊興について比較検討を行

なった｡

材料および方法

突放はニホソザル.アカゲザルおよびブタオザルの成

熟メスについて行なった｡尿は個別ケージの受皿の上に

金網を旺いて.班と灰とが氾らない棟にして抹顕した｡

尿中estrogen分所の測矧土民3mlな用いて行なった｡

すなわち,尿3mlを詩田水で2LR･に柁釈後払他を加え

て加熱し,加水分析を行なった.塩酸か水脈校,エーテ

ル抽出,以慨技術紋による沈汎 アルカリ抽山,史にこ
れを次位水封ナト1)ウムで中和し,エーテルに巧拙山し

た検,エ-テルを諏雅紀回させて estrogen抽出物とし

た｡estrogen分所の分断ま河田クp†トグラフを用いて

行ない,estrOne.eStradiolおよび estriolの3分両に介

離した｡紳屑をクt,ロホルム:きクノール,9:1で展開

後,酢酸エチルによって各分相を抽此 乾田した按,班
光法によって判定な行なった.

結 果

ニホソザルの尿中estrogenではestrone分画が政も多

く平均74.60/0.次いでestriol分画14.90/0,estradiol分

国10.50/Oの比率となったOアカゲザルとブタオザルでは

それぞれestrone分画は56.00/0,75.60/0.estrio1分両は

26.30/0,14.40/0,占stradiol分画は17.7C/0,10.00/oとなっ

た.さらに妊娠中のニホソザルでは,妊娠100目前枚で,

平均してestrone分両73.3C/0,estradiol分所8.90/0,estriol

分画17.80/.となり,非妊娠時と比率においてはほとんど

差はみられなかった｡

以上の様なiuL'只ミなヒトについて知られている成約と比

較すると,その間に大きな違いが見られる｡すなわち,

ヒトではestrio1分m-が主成分をなし全体の約3分の2を

占めるのに対し.ニホソザルでは estrone分国が全体の

主成分なたしている｡しかしながら,ニホソザルとアカ

ゲザル,ブタオザルとの関には大きい遊脚 ま罷められな

い｡この様な点から,ヒトとニホソザル苛のサルでは,
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estrogenの代謝の状態がかなり異なっているものと思わ

れる｡

Clomipllemeeitrateのニホンザル ･メ

スの生殖現象に及ぼす影響

和 秀雄(日本モンキー ･センター)

日 的

Clomil,henecitrateは,ヒトの産婦人科領域で,軽度

の月払不JIViなどの排卵誘発に用いられている薬物で,ア

カゲザルやカニクイザルの月経不順にも有効に作用する

ことが報告されている.

*研兜では,Clomiphenecitrateがニホソザル.メス

のLLi納税象に及ぼす形啓の基礎的な面を検討することに

lTL･:iなおいた.
方 法

1.Jl柾不仰壬のユホソザル約30頭に,Clomiphenecitrate
なlulnJi当り25-50mg,月経周期の5日日から3-

5unLq迎枇投与し,その後の月経周期を祝賀した｡

2.排卵.W発の有銀な確認するため,4頭のサルを用い

てClolnil,hcnccitratc投与紋,開腹手術によって卵火の

Lli接u'i:1な行なった｡

3. ･lBJ(のサルを用い,1日1頚当り25mgの Clomi･

ptLL･nCCilratcを月経周期の5日日から3日間連続投与

し.I:JJUJの8日日から採尿を行なって,尿中 estrogens

止な8u出した0

4.血中性ホルモソの月経周期に伴う生理的変動及び
Clomiphcnecitrateの性ホルモソに及ぼす形啓をみるた

めに.Clomiphenecitrate処位群3鼠 無処置那 (生理

的文政)5蛸l̂J用い,辿日又は隔日の採血を行なった｡

結 果

1. CIomil)henecitrateの月経周期に及ぼす影響

ClomitJllCneCitrate投与後,次回月経が先行月経から

20-35日の拒凹内に発現したものは約半数であった｡

2. 附加=T.･術による排卵の確認

･1仇LIJ2Li如こおいては排卵が確認されたが,2頚は無

排卵であった｡

3. 況lいestrogensの測定

自 由 課 題

ニホンザルの群れ維持機構

村松 正敏 (マカク研究会)

4頭とも周期の9日目で尿中 estrogensは非常に増鼓

しており,生理的な場合の中間期のピークよりはるかに

多良のestrogensが排推されていた.その虫は虫高53FLg

におよび (生理的な場合は,中間期のピークでも15-20

〟g/day),周期の20-25日日頃に通常のレベルに祝した｡

4.血中性ホルモソ

現在までのところ,血中 estrogensの生理的な変動し

か測定していないが,これには一定のノミクーソが認めら

れた｡

即ち,周期のある時期 (個体差があって一定しない

が,周期の10-15日日)に血中estradiolが著明に増量し

てピークを示すことが明らかになった｡このピークは,

尿中 estrogensのピークの約1日前であり,またこのピ

ークの2日後あたりで排卵するようである (排卵は腹腔

銃によって確認した)0

なお,ニホソザルでは estriolは全く測定できなかっ

た｡
考 察

Clomiphenecitrateの有効性については,今回の突放

においては,月経周期の観察でも,また卵火の直接観察

でも,有効と,tLiわれたものは500/Oであり,結納を出すに

いたらなかった｡

Clomiphenecitrate投与後の尿中 estrogensのBttl定で

は,生理的な状態に比較してかなり多血の estrogcnsが

排壮されていること及び排壮丑の変動バクーソが生理的

な′くクーソとはちがうことなどから,Clomiphenecitrate

の投与は,生体に対して生理的な状態とはかなりもがっ

た現象をおこしていることが予想される｡

血中性ホルモソについては,まだ全賃料の測定を完了

していないが,estrogensの生理的変動についていえば,

estradiolの変動バターソが特徴的であり,排卵との閑迎

も推定できるにいたったことは大きな成架であったと考

えられる｡

また,ニホンザルでは estriolが全く測定できなかっ

たことも,従来予想されていたことを突証し,かつヒト

との相異を明らかにした点で成架の一つに数えられるo

今後,採取した資料の測定が完了すれば,生理的な性

ホルモソの変動,及びClomiphenecitraLeの及ぼす膨粋

がより詳細に明らかにされるだろう｡

告は,神奈川県湯河原町一指に生息するニホソザルの若

年令オスの群れからの離脱と加入についてまとめたもの

であるoなお,調査者は筆者のほか,マカク研究会のメ

壬托必らはニホソザルの群れ維持機構を生態学的観点か ム'1-である福田史夫･田中進が中心とならたが,多く

ら糾明するため,いくつかの調査を試みてきた｡この報 の場合,相当な年月と多くの協力者を必要とした｡
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